
　

夢
中
炭
窯
は
、
豊
後
大

野
市
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
原
木
し
い
た
け
栽
培

か
ら
櫟

く
ぬ
ぎ

炭
づ
く
り
、
そ
し

て
干
し
し
い
た
け
の
生
産

ま
で
を
一
貫
し
て
手
掛
け

て
い
ま
す
。
代
表
の
宗
像

さ
ん
が
追
求
す
る
の
は
、

60
年
以
上
前
に
行
わ
れ
て
い
た
七
輪
に
よ
る
「
炭
火

干
し
」
と
い
う
伝
統
技
法
。

　

現
代
の
主
流
で
あ
る
石
油
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
乾
燥

で
は
な
く
、
自
作
の
櫟
炭
を
用
い
、
40
度
以
下
の
低

温
で
長
い
時
間
を
か
け
て
干
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

手
間
暇
こ
そ
が
、
旨
味
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
む
秘
訣
。

低
温
で
仕
上
げ
る
こ
と
で
、
椎
茸
本
来
の
旨
味
成
分

が
、
酵
素
の
力
で
大
量
に
生
成
さ
れ
、
封
を
開
け
た

瞬
間
に
香
り
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
で

戻
せ
ば
生
椎
茸
の
よ
う
な
弾
力
あ
る
食
感
が
楽
し
め
、

通
常
の
乾
燥
椎
茸
よ
り
も
歩
留
ま
り
が
良
い
と
い
う

唯
一
無
二
の
品
質
を
確
立
し
ま
し
た
。「
言
い
訳
を
せ

ず
、
や
り
た
い
こ
と
に
は
自
ら
工
夫
し
な
が
ら
挑
戦

す
る
。」
と
い
う
大
学
時
代
の
恩
師
の
教
え
を
胸
に
改

良
を
重
ね
た
結
果
、
大
手
企
業
も
エ
ン
ト
リ
ー
す
る

「
食
べ
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

美
味
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
６
」

で
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。
全
国
規
模
で
認
め
ら

れ
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

夢
む

中
ちゅう

炭
す み

窯
が ま

代表　宗
むなかた

像 修
おさむ
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炭
火
干
し
が
引
き
出
す
椎
茸
の
真
価

理
人
向
け
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
都
内
の
料
理
人
が
集
う
「
日
本
料

理
研
究
会
」
で
の
実
演
・
サ
ン
プ
ル
提
供
な
ど
を
予

定
し
て
お
り
、
着
実
に
ブ
ラ
ン
ド
の
地
位
を
築
い
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
般
的
な
乾
椎
茸
を
再
度
炭
火

で
加
工
す
る
こ
と
で
グ
レ
ー
ド
を
引
き
上
げ
る
新
商

品
の
開
発
も
構
想
中
で
す
。伝
統
技
術
を
現
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
進
化
さ
せ
、
椎
茸
の
新
た
な
可
能
性

を
切
り
拓
き
続
け
ま
す
。

　

手
間
暇
と
時
間
を
惜
し
ま
ぬ
宗
像
さ
ん
の
椎
茸
の

真
価
を
理
解
す
る
「
高
級
旅
館
」
や
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン

星
付
き
飲
食
店
」
と
い
っ
た
、
富
裕
層
や
プ
ロ
の
料

　

豊
後
大
野
市
商
工
会
の
理
事
と
し
て
も
活
躍
す
る

宗
像
さ
ん
は
、
経
営
の
要
所
で
商
工
会
を
活
用
し
て

い
ま
す
。 

「
持
続
化
補
助
金
」
を
活
用
し
、
商
品
の

魅
力
を
伝
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
現
。
ま
た
、
商

工
会
を
通
じ
て
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
大
規
模
な
商
談

会
に
参
加
し
、
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
直
接
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
で
、
商
品
力
に
さ
ら
な
る
磨
き

を
か
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
市
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証

に
関
連
し
た
支
援
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
販
路
を

開
拓
し
て
い
ま
す
。

商
工
会
と
の
取
り
組
み

最
高
級
市
場
へ
の
挑
戦
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７
月
３
日
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
に
て
、「
青

年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
若
い
経
営
者
の
主
張
発
表
大

会
・
知
事
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
県
内
の
商
工
会
青
年

部
員
等
１
０
５
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

 

主
張
発
表
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
安
部
あ
づ
み

氏
（
佐
伯
市
あ
ま
べ
）
は
、
９
月
９
日
に
ホ
ル
ト
ホ
ー

ル
大
分
で
開
催
さ
れ
る
青
年
部
九
州
大
会
に
お
い
て
大

分
県
代
表
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

 

知
事
懇
談
会
で
は
、
杵
築
市
商
工
会

青
年
部
及
び
佐
伯
番
匠
商
工
会
青
年

部
が
事
例
発
表
を
行
い
、
佐
藤
知
事

か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
張
発
表
者
（
写
真
右
か
ら
）

・
県　

央　

佐さ

竹た
け 

晃こ
う

輔す
け

氏
（
由
布
市
）

・
県
北
Ｂ　

徳と
く

丸ま
る　

大た
い

樹き

氏
（
国
東
市
）

・
県　

南　

安あ

部べ 

あ
づ
み
氏
（
佐
伯
市
あ
ま
べ
）

・
県
北
Ａ　

野の

依よ
り 

幹か
ん

司じ

氏
（
中
津
市
し
も
げ
）

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
護
、
医
療
事
業
、
血
液
事
業
、
国
際
支
援

な
ど
、
人
の
命
と
尊
厳
を
守
る
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
近
年
は
災
害
の

激
甚
化
等
に
よ
り
支
援
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
個
人
・
法
人
会
員
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
の

ご
支
援
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
活
動
の
趣
旨
を
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
、
日
本
赤
十
字
社
の
会
員

加
入
に
つ
い
て
、
法
人
・
事
業
所
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

※
な
お
、
会
員
資
格
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
赤
十
字
社
へ
の

寄
付
に
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

TE
L

：
０
９
７-

５
３
４-

２
２
３
６ 

Ma
il

：jrc-oit
a@oita.

jrc.or.jp

　

６
月
29
日
、
大
分
市
の
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
に
お
い
て
、

「
令
和
８
年
度
商
工
会
長
等
、
県
青

連
、
県
女
性
連
及
び
壮
青
年
部
に

よ
る
研
修
会
及
び
合
同
懇
親
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
商
工
会
役
員
（
親

会
）
と
青
年
部
・
女
性
部
・
壮
青

年
部
が
一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
状
認
識
や
課
題
、
将
来
へ
の

提
言
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
世

代
や
立
場
を
超
え
た
意
見
交
換
を

通
じ
て
、
今
後
の
商
工
会
運
営
及

び
地
域
活
性
化
に
資
す
る
方
向
性

を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
部
の
研
修
会
で
は
、
親
会
役
員
と
各
部
会
員
に

よ
る
混
合
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
席
替
え
を
行
い
な
が

ら
意
見
交
換
を
進
め
る
交
流
型
の
座
談
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
経
験

を
踏
ま
え
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
普
段
接
す

る
機
会
の
少
な
い
参
加
者
同
士
が
相
互
理
解
を
深
め
る

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
の
合
同
懇
親
会
で
は
、
商
工
会
の
垣

根
を
越
え
た
交
流
が
図
ら
れ
、
各
地
域
や
各
部
の
活
動

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、
参
加
者
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
商
工
会
活
動
の
さ
ら

な
る
発
展
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

令和
8 年度 

商
工
会
長
等
、県
青
連
、県
女
性
連
及
び
壮
青

商
工
会
長
等
、県
青
連
、県
女
性
連
及
び
壮
青

年
部
に
よ
る
研
修
会
及
び
合
同
懇
親
会
開
催

年
部
に
よ
る
研
修
会
及
び
合
同
懇
親
会
開
催

　

７
月
28
日
、
大
分
市
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

に
お
い
て
、「
理
事
（
役
員
）
会
・
商
工
会
長
研
修
会
・

知
事
を
囲
む
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
商
工
連
各
課
の
事
業
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
長
研
修
会
で
は
、
東
京
海
上
日
動
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
株
式
会
社
大
分
支
店
の
支
店
長
及
び
支
社
長
等
を
講

師
に
迎
え
、「
経
済
産
業
省
認
定
『
事
業
継
続
力
強
化
計

画
』
策
定
支
援
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
研
修
で
は
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
（
ジ
ギ
ョ

ケ
イ
）
の
概
要
や
、
大
分
県
に
お
け
る
策
定
状
況
、
県

内
商
工
会
と
の
協
働
に
よ
る
策
定
事
例
な
ど
が
紹
介
さ

れ
、
計
画
策
定
の
効
果
や
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

知
事
を
囲
む
懇
談
会
で
は
、
佐
藤
知
事
の
卓
話
が
あ

り
、
大
分
県
を
取
り
巻
く
現
状
、
地
域
に
お
い
て
商
工

会
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
お
話
や
、
今
後
の
県

の
取
組
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
藤
知
事
と
商
工

会
を
取
り
巻
く
現
状
や
小
規
模

事
業
者
支
援
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
、
地
域
の
発
展
・

活
性
化
に
向
け
て
、
県
と
商
工

会
と
の
連
携
を
一
層
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

理
事（
役
員
）会・商
工
会
長
研
修
会・知
事
を
囲
む

理
事（
役
員
）会・商
工
会
長
研
修
会・知
事
を
囲
む

懇
談
会
開
催

懇
談
会
開
催

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

若
い
経
営
者
の
主
張
発
表
大
会
知
事
懇
談
会

若
い
経
営
者
の
主
張
発
表
大
会
知
事
懇
談
会

赤
十
字
活
動
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

赤
十
字
活
動
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

集合写真
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玖
珠
町
商
工
会
女
性
部
で
は
、
例
年
、
町
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
旧
豊
後
森
機
関
庫
周
辺
で

開
催
さ
れ
る
「
機
関
庫
ま
つ
り
」
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
機
関
庫
ま
つ
り
は
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
う
恒
例
行
事
で
す
。
昨
年
度
は
、

部
員
が
協
力
し
て
調
理
し
た
カ
レ
ー
を
提
供

し
、
多
く
の
来
場
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、知
識
向
上
と
交
流
を
目
的
に
毎
年
、

視
察
研
修
も
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
福

岡
県
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ

Ｅ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

九
州
」
を
訪
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
商
品
や
新
た
な
取
組
に
触
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
県
女
連
の
地
域
ケ
ア
事
業
と
し
て
、

交
通
量
の
多
い

町
内
2
か
所
の

交
差
点
で
交
通

安
全
の
街
頭
指

導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、

部
員
同
士
の
つ

な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

女性部ブロックだより女性部ブロックだより

玖
珠
町
商
工
会
女
性
部

杵
築
市
商
工
会
女
性
部

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
女
性
部

　

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
女
性
部
で
は
、
魚

食
文
化
の
普
及
・
伝
承
を
目
的
に
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
佐
伯
や
地
元
企
業
、
教
育
機
関
等
と

連
携
し
、「
魚
の
食
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
魚
の
さ
ば
き
方
や
郷
土

料
理
づ
く
り
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
、
魚
の
お

い
し
さ
や
食
文
化
の
魅
力
を
伝
え
、
参
加
者
か

ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
活
か
し
、
今
年
度
は
市
内
の
小
学
校
3
校
を

訪
問
し
、
食
育
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
地
元
水

産
物
を
使
っ
た
調
理
体
験
や
試
食
を
通
じ
て
、

魚
食
文
化
や
郷
土
料
理
へ
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
を

育
み
、
次
世
代
へ
の
食
文
化
の
継
承
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

食育ワークショップの様子

　

杵
築
市
商
工
会
女
性
部
は
、
地
域
に
笑
顔
を

広
げ
、
部
員
み
ん
な
で
支
え
合
い
な
が
ら
元
気

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
名
物
の
「
大
田
ど
ぶ
ろ

く
祭
り
」
で
の
よ
も
ぎ
餅
販
売
に
向
け
て
は
、

春
の
よ
も
ぎ
摘
み
か
ら
秋
の
道
具
点
検
、
前
日

の
準
備
ま
で
年
間
を
通
し
て
心
を
込
め
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
大
切
に
振

り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
形
を
丁
寧
に
考

え
て
い
く
節
目
の
年
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
を
盛
り
上
げ
そ

れ
ぞ
れ
の
商
売
繁
盛
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

部
員
同
士
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く

と
と
も
に
、
笑
顔
と
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よもぎ餅づくりの様子

機関庫まつりでの様子

vol.346 2026.9



一
級
合
格
お
め
で
と
う

６
月
21
日
㈰
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た
検
定

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
、
58
人
が
受
験
し
、
44
人
が
合
格
。

そ
の
中
で
、
１
級
合
格
者
は
１
人
で
し
た
。

難
関
で
あ
る
１
級
合
格
者
の
学
校
名
、
氏
名

等
を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。戸次中学校戸次中学校

１年生１年生

玉田　珠々乃 玉田　珠々乃 さんさん

第
２
２
１
回

商
工
会

商
工
会珠

算
検
定

珠
算
検
定

１
級
合
格
お
め
で
と
う

１
級
合
格
お
め
で
と
う

　

７
月
７
日
・
８
日
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
の
城
山
ホ
テ
ル

鹿
児
島
に
て
、「
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
、
大
分
県
か
ら
51
名
が
参
加
し
、
九
州
各
県
の
女

性
部
員
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
大
分
県
代
表
の
賀か

籠ご

六ろ
く

め
ぐ
み
さ

ん
（
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
女
性
部
）
が
、
女
性
部
活
動
と

地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
『
感
謝
の
年
輪
を
次
世
代
へ
』
と

題
し
て
、
困
難
を
支
え
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
商

工
会
女
性
部
の
活
動
を
通
じ
て
、
感
謝
の
つ
な
が
り
を
次
世

代
へ
繋
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
発
表
し
、
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
研
修
会
で
は
、落
語
家 

三
遊
亭
あ
ら
眞
氏
が
『
九

州
発
の
女
落
語
家
の
地
域
活
動
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
経
営
戦
略
』

と
題
し
講
演
さ
れ
、
自
身
の
挑
戦
や
地
域
活
動
の
経
験
を
も

と
に
、
前
向
き
な
考
え
方
や

人
と
の
繋
が
り
を
活
か
し
た

経
営
・
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら
講

演
頂
い
た
。
参
加
者
か
ら
、

大
変
良
い
内
容
で
最
後
ま
で

面
白
い
講
演
だ
っ
た
と
満
足

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り

顕
彰
で
は
、
宇
佐
両
院
商

工
会
女
性
部
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会  

女
性
部
交
流
研
修
会

女
性
部
交
流
研
修
会

9
月
号
V
o
l.3
4
6

令
和
八
年
九
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

優秀賞を受賞した
賀籠六めぐみさん

（九州アルプス商工会女性部）

まちづくり顕彰を
受ける宇佐両院
商工会女性部

つながる心　広がる未来

これからも地域とともに

0120-887-364フリーダイヤル

（けんしん）

個人事業主・経営者の皆さまへ

詳しくは下記フリーダイヤルまでお問い合わせください

商品ラインアップは
こちらから︕▶

けんしんが皆さまの
お力になります︕

大分県火災共済協同組合
医療総合保障共済

TEL　097-537-7122

火 災 共 済

ま ご こ ろ 共 済

生 命 傷 害 共 済

自 動 車 共 済


